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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　－中に軸方向に摺動可能に配置されるピストン（２０）を有する医薬品含有カートリッ
ジ（１８）用のホルダ（１４）、
　－医薬品の用量を投与するために、カートリッジのピストン（１８）と操作可能に係合
されるピストンロッド（２２；５２）、
　－ピストン（２０）とピストンロッド（２２；５２）の間の軸方向のクリアランスを除
去するように適合された調整アセンブリ（３０；６８）；
を含んでなる、医薬品の用量を投与するための薬物送達デバイス用駆動機構であって：
　調整アセンブリ（３０；６８）が、ピストンロッド（２２；５２）の遠位端部分を摺動
可能に受けるように適合されたレセプタクル（３６；５４）を含み、そして更に、ピスト
ン（２０）とピストンロッド（２２；５２）の間の相対距離に関係なく、ピストン（２０
）とピストンロッド（２２；５２）を適切な位置に相互にロックするために、ピストンロ
ッド（５２）を穿孔し、そして／又はレセプタクル（３６；５４）の側壁（４０）を穿孔
するように適合された少なくとも一つの半径方向に伸びるスパイクエレメント（３４；５
６）を含むことを特徴とする、上記駆動機構。
【請求項２】
　レセプタクル（３６；５４）が、最終組立の構成において、ピストン（２０）の近位表
面を受けるスラストに当接する、請求項１に記載の駆動機構。
【請求項３】
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　レセプタクル（３６；５４）及びピストンロッド（２２；５２）が、軸方向に相互にス
プリング付勢される、請求項１又は２に記載の駆動機構。
【請求項４】
　スプリングエレメント（３２；６２）が、レセプタクル（３６；５４）の底面とピスト
ンロッド（２２；５２）の遠位端面の間に配列される、請求項３に記載の駆動機構。
【請求項５】
レセプタクル（３６：５４）の側壁が、その側壁を少なくとも二つの曲げ可能な側壁部分
（４０；６０）に分割する軸方向に伸びるスリットを含む、請求項１～４のいずれか１項
に記載の駆動機構。
【請求項６】
　レセプタクル（３６；５４）を円周方向に取り囲む固定リング（３８；５８）が、その
レセプタクルの円筒状外面に沿って摺動可能に配列される、請求項２～５のいずれか１項
に記載の駆動機構。
【請求項７】
　レセプタクル（２０）及びピストンロッド（２２；５２）を適切な位置に相互にロック
するために、固定リング（３８；５８）がロック位置で摺動可能で可動であり、ここで、
少なくとも一つのスパイクエレメント（３４；５６）及び固定リング（３８：５８）が、
実質的に半径方向で重なる、請求項６に記載の駆動機構。
【請求項８】
　少なくとも一つの半径方向の内側に向いているスパイクエレメント（５６）が、レセプ
タクル（３６；５４）の近位端面に配列される、請求項１～７のいずれか１項に記載の駆
動機構。
【請求項９】
　少なくとも一つの半径方向の外側に向いているスパイクエレメント（３４）が、ピスト
ンロッド（２２）の遠位部分の外周上に配列される、請求項１～８のいずれか１項に記載
の駆動機構。
【請求項１０】
　多数の半径方向の外側に向いているスパイクエレメントを含むスパイク付きのリング（
３４）が、ピストンロッド（２２）の環状の溝内に配置される、請求項１～９のいずれか
１項に記載の駆動機構。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の駆動機構を含んでなり、そして更に、投与すべ
き医薬品で充填されたカートリッジを含んでなる、医薬品の事前に定義された用量を投与
する薬物送達デバイス。
【請求項１２】
　中に軸方向に摺動可能に配置されるピストン（２０）を有する医薬品含有カートリッジ
（１８）用のホルダ（１２）を含んでなる薬物送達デバイス（１０；５０）の駆動機構（
１６；６６）におけるピストン（２０）とピストンロッド（２２；５２）の間のクリアラ
ンスを除去する方法であって、ここで、ピストンロッド（２２；５２）が医薬品の用量を
投与するためにカートリッジのピストン（２０）と操作可能に係合し、次の：
　－カップ状レセプタクル（３６；５４）をピストンロッド（２２；５２）の遠位端部分
上に事前組立する工程；
　－ピストンロッド（２２；５２）を、レセプタクル（３６；５４）がピストン（２０）
の近位端面に対して当接するまで、遠位方向に軸方向に動かし、
　－少なくとも一つの半径方向に伸びるスパイクエレメント（３４；５６）を用いて、ピ
ストンロッド（５２）を穿孔し、及び／又は、レセプタクル（３６；５４）の側壁（４０
）を穿孔することにより、ピストンロッド（２２；５２）及びレセプタクル（３６；５４
）を適切な位置に相互にロックすること；
により特徴付けられる、駆動機構（１６；６６）の組立中又は組立後に上記クリアランス
を除去する、上記方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使用者に、注射可能な医薬品の単回又は複数回の用量を選択し、そして医薬
品の設定された用量を投与し、及び該医薬品を患者に対して、好ましくは、注射により適
用することを可能にする薬物送達デバイス用の駆動機構に関する。特に、本発明は、患者
自身により取り扱われるそのようなデバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　液体薬剤などの液体医薬品の必要用量の複数回投与を可能とし、そして、患者に対して
液体医薬品の投与を更に提供する薬物送達デバイスは、当該分野で公知である。一般的に
そのようなデバイスは、実質的に通常の注射器と同じ目的を有する。
【０００３】
　この種の薬物送達デバイスは、多くの使用者に特異的な要求事項を満足する必要がある
。例えば、糖尿病患者の場合、多くの使用者は肉体的に虚弱で、そしてまた、視力に障害
があるかもしれない。従って、これらのデバイスは、構造上強固で、尚、部品の操作及び
使用者によるその操作の理解の二つの観点より容易に使用できる必要がある。更に、用量
の設定が容易で、そして明白であり、そして、デバイスが縮小し得るよりむしろ使い捨て
である場合、デバイスは製造するのに安価であり、そして廃棄するのに容易であるべきで
ある。これらの要求事項を満足させるために、デバイスは、組立に必要な部品数及び工程
数、及びデバイスが作られる全物質のタイプ数は最小に保つ必要がある。
【０００４】
　一般的に、投与すべき医薬品は、可動性のピストン、又は薬物送達デバイスの駆動機構
のピストンロッドと機械的に相互作用する栓を有するカートリッジ内に供される。遠位方
向におけるピストンに対してスラストを適用することにより、医薬流体のある量がカート
リッジから放出される。
【０００５】
　避けがたい製造上の許容誤差に起因して、例えば、カートリッジのピストンとピストン
ロッド間の軸方向のクリアランスが持続するかもしれない。一般的に、デバイスの主要な
使用の前に、最終使用者は、既に初期の用量設定及びその後の用量の投与段階で、医薬品
の正確な用量が、事前に定義された方法で投与されることを確実にするために、駆動機構
のいわゆるプライミングを実施する必要がある。
【０００６】
　自己投与する使用者は肉体的に虚弱であるかもしれないので、そのような使用者が実施
でき得るプライミング方法に対する必要性を簡略化し、又は除去することすら望ましいこ
とである。
【０００７】
　例えば、特許文献１は、連結機構を開示し、ここで、後方に伸びる円筒状の形体を有す
る注射器プランジャの連結エレメントは、注射器プランジャの後方面上に中心的に位置す
る。この連結エレメントは、内部にＴ型キャビティを含み、ここで、該キャビティの壁は
、連結機構の握りを支援するために、ギザギザが付いている。連結機構は、注射器プラン
ジャに当接したプランジャ駆動ラムの前方端に位置し、そして二つの歯止めの形状である
。この歯止めは、スプリングを用いてプランジャの駆動ラムの対称軸から付勢される。モ
ータの操作は、連結機構の歯止めを、注射器プランジャの円筒状の伸長部との相互に係合
に向かって動かすために、駆動ラムをその縦軸に沿って前方に前進させる。
【０００８】
　前進する歯止めは、初期にプランジャ伸長部のキャビティに進入するとき、その前方端
は、キャビティの壁により互いに力を掛けられ、スプリングの外部付勢に打勝つ。プラン
ジャと駆動ラム間の初期のクリアランスを除去するために、歯止めは、キャビティのギザ
ギザ付きの壁を握るために、キャビティ内に完全に進入する必要がある。これからは、注



(4) JP 5674795 B2 2015.2.25

10

20

30

40

50

射器プランジャ及び駆動ラムは、協動運動の下で動く。
【０００９】
　特許文献２は、更に、ピストンロッド手段とプランジャ間の距離を最小化する方法を記
述し、ここで、ピストンロッド手段は、ピストンロッド及びピストンロッド足を含む。ピ
ストンロッドは、ピストンロッド足上の多数のかかり（barb）と係合する突起を備えてい
る。このようにして、ピストンロッド足が、自動的にピストンロッドから分離することを
阻止できる。しかし、 ピストンロッド足及びピストンロッドの相対的位置は、相互に対
応するかかり及び突起の位置で決まる。
【００１０】
　これらの公知の解決策は、ピストンロッドとピストン間の軸方向のクリアランスの除去
のために、ピストンロッドは、軸方向に移動する必要があるという共通の欠点を特徴とす
る。軸方向のクリアランスの除去及びバックスラッシュ（backslash）の除去は、ピスト
ンロッドがカートリッジのピストンと直接の隣接位置になることを意味する。クリアラン
スアランス除去の目的に対するピストンロッドのそのような軸方向の変位は、不都合であ
ると見なされる。何故ならば、 それは、一般的に、使用者による用量の設定又は用量の
投与手段の個々の作動に影響を与えるからである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】ＵＳ第６１９６９９９号Ｂ１
【特許文献２】ＷＯ第２００９／０９５３３２号Ａ１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　従って、本発明の目的は、改良され、及び支援されたクリアランス及び製造上の許容誤
差の除去を特徴とする薬物送達デバイス用の駆動機構を提供することである。本発明の更
なる目的は、使用者により実施されるべきプライミング方法を不要にすることである。発
明は、更に、患者への安全性に関する改良に焦点を置き、そして一般的なデバイスの取扱
いを簡略化することを意図している。発明の更なる目的は、製造するのに安価で、組立て
が容易であるクリアランス除去手段を備えた薬物送達デバイス用の駆動機構を提供するこ
とである。最終的に、発明の目的は、薬物送達デバイスの駆動機構におけるクリアランス
アランス除去の方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　第一の態様において、発明は、医薬品、一般的には、例えば、インスリン又はヘパリン
などの医薬流体の用量を投与するための薬物送達デバイス用の駆動機構を提供する。
【００１４】
　駆動機構は医薬品を含むカートリッジ用ホルダを含み、ここで、カートリッジは、その
中に軸方向に摺動可能に配置されるピストンを有する。駆動機構は、更に、医薬品の十分
に定義された用量を投与するためのカートリッジのピストンに操作可能に係合するピスト
ンロッドを含む。遠位出口を備えたカートリッジは、ニードル、カニューレ、点滴チュー
ブ、又は同様の送達デバイスを流体輸送路で連結できる。カートリッジそれ自身は、代替
可能な、又は使い捨てのアンプル、カプール（carpule）、注射器として設計できる。そ
のピストンは、正確な方法でカートリッジから医薬品の事前に定義された用量をパージす
るか、又は放出するために遠位方向に変位可能である。
【００１５】
　駆動機構は、更に、カートリッジのピストンと駆動機構のピストンロッドの間の軸方向
のクリアランスを除去するように適合された調整アセンブリを含む。そのような軸方向の
クリアランスは、駆動機構、薬物送達デバイス、及びその種々の部品の製造又は組立の許
容誤差に起因して発生し得る。調整アセンブリは、更に、その相対距離又は位置に関わら
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ず、ピストン及びピストンロッドの位置に相互にロックされるように適合される。それ故
、調整アセンブリは、クリアランス除去又はバックスラッシュ除去を提供するばかりでは
なく、また、ピストン及びピストンロッドの相互のインターロックも提供する。
【００１６】
　調整アセンブリは、更に、少なくとも一つの半径方向に伸びるスパイクエレメント又は
とげ状の突起を含む。該スパイクエレメント又は突起は、調整アセンブリとピストンロッ
ドの間で少なくとも、きつく締め付けられた、又はひだ付きの連結を確立するように適合
される。一般的に、調整アセンブリはピストンとピストンロッド間に軸方向に配置される
。
【００１７】
　全体としての、又はその部品としての調整アセンブリは、一般的には、例えば、ピスト
ンに関連した、及び／又は、ピストンロッドに関連した軸方向の動きを用いてクリアラン
ス補償機能を提供する。調整アセンブリ又はその部品のそのような動きは、一般的に、駆
動機構の組立の最中で、又は薬物送達デバイスの組立中で、主として、除去されるべきク
リアランスの量により決まる。最終のクリアランスフリーの組立位置に到達するや否や、
調整アセンブリは、一般的に、少なくとも一つの半径方向に伸びるスパイクエレメントを
用いてピストンロッドに対して、及び／又は、ピストンに対して固定される。
【００１８】
　ピストン及び対応するピストンロッドは、相互に調整アセンブリの位置にロックされる
場合、いかなる軸方向の動き、好ましくは、ピストンロッドのいかなる遠位方向に向いた
軸方向の動きも、直接的に、そして不変的にカートリッジのピストンに伝達される。ピス
トンに相対的な、及び／又は、ピストンロッドに相対的な調整アセンブリの軸方向の動き
は、駆動機構又は対応する薬物送達デバイスの組立中、又は組立後にそれぞれ実施され得
る。
【００１９】
　調整アセンブリ、及び／又は、その少なくとも一つのスパイクエレメントは、ピストン
ロッド及びピストンの、少なくとも、一方向性連結を提供する。このようにして、ピスト
ン及びピストンロッドの協動的な動きは、少なくとも遠位方向に提供できる。一般的に、
ピストン及びピストンロッドの双方向で結合されたインターロックを有することは、必要
でない。特に、再使用可能な駆動機構の構成において、調整アセンブリ及びインターロッ
ク手段は、ピストンロッドを近位方向に動かすことを可能にし、一方カートリッジのピス
トンは、静止したままである。
【００２０】
　発明の第二の態様において、調整アセンブリは、ピストンロッドの遠位端部分（sectio
n）を摺動可能に受けるように適合されたレセプタクルを含む。ピストンロッドの該遠位
端部分は、一般的には、直径が低下し、そしてその遠位端で逓減された（stepped down）
首部分を含む。レセプタクルは、特に、駆動機構の組立中、又は薬物送達デバイスの組立
中のピストン及びピストンロッドの相対的なクリアランス補償運動を可能とする軸方向の
伸長部を含む。好ましくは、レセプタクルの半径方向の寸法は、例えば、その後の用量投
与方法の過程において、カートリッジの円筒状ハウジング内へのレセプタクルの挿入を可
能とする。
【００２１】
　代表的な実施態様において、調整アセンブリのレセプタクルは、ピストンロッドの遠位
首部分に事前組立されている。駆動アセンブリ、及び／又は、薬物送達デバイスの組立中
、前記レセプタクルは、ピストンの近位面及びスラスト受け入れ面に対して当接し得る。
そのような隣接に起因して、レセプタクルは、ハウジングがカートリッジホルダに操作可
能に連結されるまで、ピストンロッドに対する軸方向の変位への課題となり得る。この最
終組立の構成が達成されたとき、レセプタクルは、少なくとも一つのスパイクエレメント
を使用することにより、駆動機構のピストンロッドに対して積極的に固定される。このよ
うにして、カートリッジのピストンは、ピストンロッドと操作可能に係合するようになる
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。
【００２２】
　発明の更に好ましい実施態様によると、少なくとも一つのスパイクエレメント又は少な
くとも一つのとげ状の突起が、ピストンロッドを穿孔するように適合される。あるいは、
又は更に、前記スパイクエレメント又は突起は、更に、半径方向におけるレセプタクルの
側壁を穿孔するように適合され得る。スパイクエレメント又は突起を用いて、ピストンロ
ッド及びレセプタクルは、レセプタクルのサイズで決まるある軸方向の制限内でのほとん
どいかなる任意の位置においても相互にロックできる。
【００２３】
　少なくとも一つのスパイクエレメントを通して、好ましくは、数個のスパイクエレメン
トを用いて、圧縮で堅くなったピストンロッド及びピストンの機械的連結が提供でき、こ
こで、ピストン及びピストンロッドの相対的な軸方向の位置及び距離は変化し得る。製造
、及び／又は、組立のいかなる許容誤差も、従って、本発明に基づく調整アセンブリによ
り補償できる。
【００２４】
　更なる好ましい実施態様によると、レセプタクル及びピストンロッドは、相互に、軸方
向にスプリングで付勢される。好ましくは、スプリングエレメントは、レセプタクルの底
面とピストンロッドの遠位端面の間で配列される。前記スプリングエレメントは、好まし
くは、圧縮スプリングタイプであり、そして、ピストンロッドに関するレセプタクルのス
プリング付勢された軸方向の変位を可能にする。そのような圧縮スプリングを使用するこ
とは、駆動機構又は薬物送達デバイスの最終組立中には有益なことである。
【００２５】
　レセプタクルがピストンロッドの遠位首部分に摺動的に変位する事前組立の構成におい
て、カートリッジのピストンロッド及びピストンは、最終組立方法の間で互いに関する位
置を変化できる。ピストンロッドとレセプタクルの底面の間に配置されるスプリングエレ
メントを通して、ピストンロッド及びレセプタクルの間の補償する軸方向の運動が達成で
きる。スプリングエレメントは、レセプタクル及びピストンロッドの相互のインターロッ
クの前ですら、ピストンとピストンロッド間の軸方向の付勢を提供する。また、スプリン
グエレメントを通して、レセプタクル及びピストンロッドの無意識の摺動的変位が効果的
に補償できる。
【００２６】
　更なる好ましい実施態様において、レセプタクルの側壁は、少なくとも、二つの曲げる
ことのできる側壁部分に側壁を分割する軸方向に伸びるスリットを含む。一般的には、レ
セプタクルの側壁は、管状又は円筒状の形体である。前記の軸方向に伸びるスリットは、
レセプタクルの近位端部分に伸びる。このようにして、得られた側壁部分は、ピストンロ
ッド及び駆動機構に向かうレセプタクルの近位端部分において、相互に、係合を解除され
る。
【００２７】
　更なる好ましい実施態様において、調整アセンブリは、円周方向にレセプタクルを取り
囲む、又は包囲する固定リングを含む。固定リングは、更に、レセプタクルの外部円筒表
面に沿って摺動可能に配列される。このようにして、及び、特に、近位方向に固定リング
を移動させることにより、レセプタクルの側壁のいかなる曲げ可能な側壁部分も、ピスト
ンロッド及びレセプタクルのそれぞれの静止化及び相互連結を起動させるために、半径方
向の内側に曲げる、又は旋回することができる。好ましくは、レセプタクルの側壁の曲げ
ることができる側壁部分は、半径方向の外側に向いている方向に付勢され、ここで、レセ
プタクルとピストンロッドの相対的な軸方向の変位が可能となる。
【００２８】
　ロック位置において固定リングを軸方向に動かせることにより、側壁の自由端の半径方
向の距離は狭まり、そして減少し、そしてピストンロッドとレセプタクルのインターロッ
クを提供するために、半径方向に伸びるスパイクエレメントは個々の対応部分と係合する
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【００２９】
　更なる好ましい実施態様において、固定リングは、ロック位置において摺動可能で可動
であり、ここで、少なくとも一つのスパイクエレメント及び固定リングは、実質的に半径
方向に重なる。このようにして、レセプタクル及びピストンロッドは、持続的に相互にイ
ンターロックできる。固定リングは、レセプタクルの様々な側壁部分に対して半径方向の
収縮として機能し、そして側壁部分の半径方向の外側に向いて曲がるのを阻止し、それは
さもなくば、レセプタクル及びピストンロッドの係合を解除するかもしれない。
【００３０】
　発明の更なる好ましい実施態様によると、少なくとも一つの半径方向の内側に指示する
スパイクエレメント又は比較可能なとげ状の突起がレセプタクルの近位端面で配列される
。一般的にはスパイクエレメントは、レセプタクル側壁の各側壁部分の自由端部分に配置
される。レセプタクルの側壁部分に沿って固定リングの近位端に向いて摺動するとき、側
壁部分の自由端は、実質的にスパイクエレメントがピストンロッドに貫通するように、半
径方向の内側に押し込まれる。
【００３１】
　発明の別の好ましい実施態様において、あるいは、又は更に、少なくとも一つのスパイ
クエレメントは、半径方向の外側を指示し、そして、ピストンロッドの遠位部分の外周上
に配列される。この構成において、レセプタクルの側壁の側壁部分は、むしろ真っすぐな
、そして凹凸のある表面を含む。相互連結する穿孔は、事実、固定リングの比較可能で近
位的に向いた摺動運動により達成できる。
【００３２】
　レセプタクルの側壁部分に配置される場合、スパイクエレメントは、一般的に、半径方
向の内側に向いている。ピストンロッドに配置される場合、前記スパイクエレメントは、
レセプタクルの曲げることのできる側壁部分を穿孔し、及び／又は、貫通するために、半
径方向の外側に向いている。
【００３３】
　更なる実施態様において、スパイクエレメントは、半径方向の外側に向いている。それ
らは、更に、ピストンロッドの環状の溝に配置されるスパイク付きのリング上に配置され
る。スパイク付きのリングは、特に、ピストンロッドに対してスパイク付きのリングを固
定する目的のために、例えば、締め付けカラーとして適合できる。その半径方向の外側に
指示するスパイク又は突起を備えたスパイク付きのリングは、金属から作ることができる
が、一方、スパイクエレメントにより穿孔されるレセプタクルは、一般的に、射出成形さ
れたプラスチック部品として設計し、製造される。
【００３４】
　一般的に、調整アセンブリはピストンロッド及びレセプタクルの相互のインターロック
を提供する。スパイクエレメントによる達成可能な締め付けは、非可逆的又は可逆的タイ
プであるかもしれない。例えば、固定リングを取り外すことにより、又は固定リングをそ
の初期位置に変位させ、及び返還させることにより、半径方向の締め付けは低下し、ある
いは完全に中断もする。
【００３５】
　別の独立の態様において、医薬品の事前に定義された用量を投与するため、上記の通り
の駆動機構を含む薬物送達デバイスが提供される。薬物送達デバイスは、更に、投与すべ
き医薬品で充填されたカートリッジを備えている。カートリッジは、一般的には、医薬品
で充填された円筒状のバレルを含み、そして、医薬品の事前に定義された量を放出するた
め、遠位方向に変位する変位可能なピストンで近位方向にシールされる。デバイスは再使
用可能、及び／又は、使い捨てタイプであってもよい。好ましくは、その中に容易に配置
される充填されたカートリッジを備えたデバイスは、商業的に分布している。
【００３６】
　更に独立した態様によると、発明は、薬物送達デバイスの駆動機構のピストンとピスト
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ンロッドの間のクリアランスを除去するための方法を提供する。薬物送達デバイス又は駆
動機構は、医薬品含有のカートリッジ用のホルダを含む。カートリッジは、軸方向でその
中に摺動可能に配置されるピストンを含む。駆動機構のピストンロッドは、医薬品の事前
に定義された用量を投与するためのカートリッジのピストンと操作可能に係合する。
【００３７】
　駆動機構又は薬物送達デバイスの組立中、又はその後でのクリアランス又はバックスラ
ッシュを除去する前記の方法は、ピストンロッドの遠位端部分上に事前に組立てられたカ
ップ状レセプタクルの階段を含む。カップ状のレセプタクルは、好ましくは、ピストンロ
ッドに対してスプリングで付勢され、そして、従って、ピストンロッドの遠位端部分上に
摺動的に支持される。この事前に組立てられた構成において、駆動機構及びカートリッジ
ホルダのハウジングは、相互に、最終組立方法において組立てられる。一般的に、ハウジ
ングは、駆動機構と操作可能に係合され、そして、カートリッジは、カートリッジホルダ
内に位置決めされ、そして配置される。
【００３８】
　最終組立の最中で、ピストンロッドは、少なくとも、レセプタクルがピストンの近位端
面に対して当接するまで遠位方向において軸方向に変位する。一般的に、レセプタクルと
ピストンロッドの間で挟まれたスプリングエレメントは、ピストンロッドとピストンの相
互変位を補償する許容誤差を可能にする。薬物送達デバイスのハウジング及びカートリッ
ジホルダの個々の相互変位を、また、可能にするであろう。それらの相対的位置及び距離
に関係なく、レセプタクル及びピストンロッドは、少なくとも一つの半径方向に伸びるス
パイクエレメントを用いて、位置に相互にロックされる。相互にインターロックされる目
的のために、前記のスパイクエレメント又はその対部分、例えば、レセプタクルの曲げる
ことのできる側壁部分は、半径方向に変位し、及び／又は、旋回し、ここで、そのような
半径方向に向いた変位は、一般的には、摺動リングの軸方向に、及び近位方向に向いた変
位により支持される。
【００３９】
　本明細書で使用する用語「薬剤」又は「医薬品」は、少なくとも一つの薬学的に活性な
化合物を含む医薬製剤を意味し、
　ここで一実施態様において、薬学的に活性な化合物は、最大で１５００Ｄａまでの分子
量を有し、及び／又は、ペプチド、蛋白質、多糖類、ワクチン、ＤＮＡ、ＲＮＡ、抗体、
酵素、抗体、ホルモン又はオリゴヌクレオチド、若しくは上記の薬学的に活性な化合物の
混合物であり、
　ここで、更なる実施態様において、薬学的に活性な化合物は、糖尿病、又は糖尿病性網
膜症などの糖尿病関連の合併症、深部静脈又は肺血栓塞栓症などの血栓塞栓症、急性冠症
候群（ＡＣＳ）、狭心症、心筋梗塞、癌、黄斑変性症、炎症、枯草熱、アテローム性動脈
硬化症、及び／又は、関節リウマチの処置、及び／又は、予防に有用であり、
　ここで、更なる実施態様において、薬学的に活性な化合物は、糖尿病、又は糖尿病性網
膜症などの糖尿病に関連する合併症の処置、及び／又は、予防のための、少なくとも一つ
のペプチドを含み、
　ここで、更なる実施態様において、薬学的に活性な化合物は、少なくとも一つのヒトイ
ンスリン又はヒトインスリン類似体若しくは誘導体、グルカゴン様ペプチド（ＧＬＰ－１
）、又はその類似体若しくは誘導体、又はエキセンジン－３又はエキセンジン－４、若し
くはエキセンジン－３又はエキセンジン－４の類似体若しくは誘導体を含む。
【００４０】
　インスリン類似体は、例えば、Ｇｌｙ（Ａ２１）、Ａｒｇ（Ｂ３１）、Ａｒｇ（Ｂ３２
）ヒトインスリン；Ｌｙｓ（Ｂ３）、Ｇｌｕ（Ｂ２９）ヒトインスリン；Ｌｙｓ（Ｂ２８
）、Ｐｒｏ（Ｂ２９）ヒトインスリン；Ａｓｐ（Ｂ２８）ヒトインスリン；ヒトインスリ
ンであり、ここで、Ｂ２８位におけるプロリンは、Ａｓｐ、Ｌｙｓ、Ｌｅｕ、Ｖａｌ又は
Ａｌａで代替され、そして、Ｂ２９位において、Ｌｙｓは、Ｐｒｏで代替されてもよく；
Ａｌａ（Ｂ２６）ヒトインスリン；Ｄｅｓ（Ｂ２８－Ｂ３０）ヒトインスリン；Ｄｅｓ（
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Ｂ２７）ヒトインスリン、及びＤｅｓ（Ｂ３０）ヒトインスリンである。
【００４１】
　インスリン誘導体は、例えば、Ｂ２９－Ｎ－ミリストイル－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒトイン
スリン；Ｂ２９－Ｎ－パルミトイル－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒトインスリン；Ｂ２９－Ｎ－ミ
リストイルヒトインスリン；Ｂ２９－Ｎ－パルミトイル ヒトインスリン；Ｂ２８－Ｎ－
ミリストイルＬｙｓＢ２８ＰｒｏＢ２９ヒトインスリン；Ｂ２８－Ｎ－パルミトイル－Ｌ
ｙｓＢ２８ＰｒｏＢ２９ヒトインスリン；Ｂ３０－Ｎ－ミリストイル－ＴｈｒＢ２９Ｌｙ
ｓＢ３０ヒトインスリン；Ｂ３０－Ｎ－パルミトイル－ＴｈｒＢ２９ＬｙｓＢ３０ヒトイ
ンスリン；Ｂ２９－Ｎ－（Ｎ－パルミトイル－γ－グルタミル）－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒト
インスリン；Ｂ２９－Ｎ－（Ｎ－リトコリル－γ－グルタミル）－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒト
インスリン；Ｂ２９－Ｎ－（ω－カルボキシヘプタデカノイル）－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒト
インスリン、及びＢ２９－Ｎ－（ω－カルボキシヘプタデカノイル）ヒトインスリンであ
る。
【００４２】
　エキセンジン－４は、例えば、エキセンジン－４（１－３９）、Ｈ－Ｈｉｓ－Ｇｌｙ－
Ｇｌｕ－Ｇｌｙ－Ｔｈｒ－Ｐｈｅ－Ｔｈｒ－Ｓｅｒ－Ａｓｐ－Ｌｅｕ－Ｓｅｒ－Ｌｙｓ－
Ｇｌｎ－Ｍｅｔ－Ｇｌｕ－Ｇｌｕ－Ｇｌｕ－Ａｌａ－Ｖａｌ－Ａｒｇ－Ｌｅｕ－Ｐｈｅ－
Ｉｌｅ－Ｇｌｕ－Ｔｒｐ－Ｌｅｕ－Ｌｙｓ－Ａｓｎ－Ｇｌｙ－Ｇｌｙ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ－
Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ－ＮＨ2配列のペプチドを意
味する。
【００４３】
　エキセンジン－４誘導体は、例えば、以下の化合物リスト：
　Ｈ－（Ｌｙｓ）４－ｄｅｓＰｒｏ３６，ｄｅｓＰｒｏ３７エキセンジン－４（１－３９
）－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，ｄｅｓＰｒｏ３７エキセンジン－４（１－３９
）－ＮＨ2；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３
９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）
；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－
３９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン
－４（１－３９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセ
ンジン－４（１－３９）；又は
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）；
ｄｅｓＰｒｏ３６［ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－（１－３９
）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）
；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－
３９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］　エキセン
ジン－４（１－３９）；
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　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキ
センジン－４（１－３９）；
ここで、基－Ｌｙｓ６－ＮＨ2は、エキセンジン－４誘導体のＣ－末端と結合してもよく
；
【００４４】
　又は以下の配列のエキセンジン－４誘導体：
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－
Ｌｙｓ６－ＮＨ2；
　ｄｅｓＡｓｐ２８，Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８エキセンジン－４（１－３９
）－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（
１－３９）－ＮＨ2；
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］
エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
　ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３
９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］エキセ
ンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８
］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジ
ン－４（１－３９）－Ｌｙｓ６－ＮＨ2；
　Ｈ－ｄｅｓＡｓｐ２８　Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５］
エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５
，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ
２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；　
　ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキ
センジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓ　Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２
５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ
２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン
－４（１－３９）－Ｌｙｓ６－ＮＨ2；
　ｄｅｓＭｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８，Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８　エキセ
ンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，
Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ
）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
　ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセ
ンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，
Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５，ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ
）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－Ｌｙｓ６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，　Ａｓｐ
２８］エキセンジン－４（１－３９）－Ｌｙｓ６－ＮＨ2；
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　Ｈ－ｄｅｓＡｓｐ２８，Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔ
ｒｐ（Ｏ２）２５］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓ　Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４
，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ
）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
　ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５
，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，
Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（Ｓ１－３９）－（Ｌｙｓ）６－Ｎ
Ｈ2；
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ
）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）
６－ＮＨ2；
又は前述のいずれか１つのエキセンジン－４誘導体の薬学的に許容可能な塩若しくは溶媒
和物；
から選択される。
【００４５】
　ホルモンは、例えば、ゴナドトロピン（ホリトロピン、ルトロピン、コリオンゴナドト
ロピン、メノトロピン）、ソマトロパイン（ソマトロピン）、デスモプレッシン、テルリ
プレッシン、ゴナドレリン、トリプトレリン、ロイプロレリン、ブセレリン、ナファレリ
ン、ゴセレリンなどのRote Liste、２００８年版、５０章に表示されている脳下垂体ホル
モン又は視床下部ホルモン又は規制活性ペプチド及びそれらの拮抗剤である。
【００４６】
　多糖類としては、例えば、グルコサミノグリカン、ヒアルロン酸、ヘパリン、低分子量
ヘパリン、又は超低分子量ヘパリン、若しくはその誘導体、又はスルホン化された、例え
ば、上記多糖類のポリスルホン化形体、及び／又は、薬学的に許容可能なその塩がある。
ポリスルホン化低分子量ヘパリンの薬学的に許容可能な塩の例としては、エノキサパリン
ナトリウム塩がある。
【００４７】
　薬学的に許容可能な塩は、例えば、酸付加塩、及び塩基塩がある。酸付加塩としては、
例えば、ＨＣｌ又はＨＢｒ塩がある。塩基塩は、例えば、アルカリ又はアルカリ土類金属
、例えば、Ｎａ+、又は、Ｋ+、又は、Ｃａ2+から選択されるカチオン、又は、アンモニウ
ムイオンＮ+（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）（Ｒ４）を有する塩であり、ここで、Ｒ１～Ｒ４
は互いに独立に、水素；場合により置換されるＣ１～Ｃ６アルキル基；場合により置換さ
れるＣ２～Ｃ６アルケニル基；場合により置換されるＣ６～Ｃ１０アリール基、又は場合
により置換されるＣ６～Ｃ１０ヘテロアリール基を意味する。薬学的に許容される塩の別
の例は、“Remington's Pharmaceutical Sciences” 17編、Alfonso R.Gennaro（編集）
，Mark Publishing社，Easton, Pa., U.S.A.,1985 及び Encyclopedia of Pharmaceutica
l Technologyに記載されている。
【００４８】
　薬学的に許容可能な溶媒和物としては、例えば、水和物がある。
【発明を実施するための形態】
【００４９】
　様々な改造体及び変形体は、本発明の精神及び範囲から離れることなく、本発明に対し
て実施できることは当業者には明白であろう。更に、添付の請求項において使用されるい
かなる参照記号も、本発明の範囲を制限するものとして解釈すべきではないことは、留意
すべきである。
【００５０】
　制限なく、本発明は好ましい実施態様及び図面の参照により、以下の通り詳細に説明さ
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れる：
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】本発明に基づく駆動機構の透視断面図を示す。
【図２】分解図における図１に基づく駆動機構を示す。
【図３】拡大図における図１及び２に基づくレセプタクル及びピストンロッドの相互イン
ターロックを示す。
【図４】本発明の第二の実施態様の透視断面図を示す。
【図５】分解図における図４に基づく駆動機構を示す。
【図６】拡大図における図４及び５に基づくピストンロッド及びレセプタクルの相互のイ
ンターロックの概略図を示す。
【００５２】
　図１～３において、本発明の薬物送達デバイス１０の駆動機構１６の第一の実施態様が
図示される。ペン形注射器タイプの薬物送達デバイスは、その遠位端部分でカートリッジ
ホルダ１２を、そしてその近位端部分でハウジング１２を含む。カートリッジホルダ１２
は、図１で示す通りカートリッジホルダ１２の内部に位置する使い捨ての、又は代替可能
なカートリッジ１８を受け入れる。図１及び２において、その近位端の右手側で、カート
リッジ１８は、軸方向に摺動可能に配置されたピストン２０を有し、それは、駆動したピ
ストンロッド２２の遠位方向に向いた動きの影響下で、カートリッジ１８内に含まれる医
薬品の事前に定義された量を放出し又はパージする目的で、遠位方向に段階的に動く。
【００５３】
　カートリッジホルダ１２及びハウジング部品１４は、交互に配置され、ここで、カート
リッジホルダ又はハウジングの段階的に下がっていく首部分は、対応するハウジングのレ
セプタクル又はカートリッジホルダにそれぞれ受け入れられる。
【００５４】
　許容誤差及びクリアランスを補償する調整アセンブリ３０は、ピストンロッド２２及び
ピストン２０の少なくとも一方向性の係合を提供する。図３で詳細に図示する通り、ピス
トンロッド２２は、対応するレセプタクル３６により受け入れられるその遠位端で段階的
に下がっていく首部分を含む。事前に組立てられた構成において、レセプタクル３６は、
ピストンロッド２２の遠位端部分に摺動可能に取り付けられる。図２で示す通り、レセプ
タクル３６は、更に、軸方向のスリットにより分離された多くの曲げることのできる側壁
部分４０を含む。このようにして、レセプタクル３６の側壁は、ピストンロッド２２の遠
位端部分の外周上に配置された半径方向の外側に向いているスパイクエレメント３４を受
け入れるために、近位方向において半径方向に拡大可能である。
【００５５】
　ピストンロッド２２の遠位端部分及びレセプタクル３６の内部底面は、圧縮スプリング
エレメント３２により相互に付勢される。このようにして、レセプタクル３６は軸方向に
調整し、そして最終組立方法の過程において芯合わせすることが可能である。円筒状のレ
セプタクル３６及びその半径方向の外側に曲げることのできる側壁部分４０は、固定リン
グ３８により包含され、それはレセプタクル３６の外周上に摺動可能に配置される。
【００５６】
　最終組立方法の過程において、レセプタクル３６及びピストン２０の端面を受け入れる
スラストの隣接位置に到達し、それは、例えば、スプリングエレメント３２の個々の圧縮
で達成されるが、固定リング３８は近位方向に動き、それにより、側壁部分４０が、ピス
トンロッド２２の半径方向の外側に突起したスパイクエレメント３４により穿孔されるよ
うに、レセプタクル３６の曲げることのできる側壁部分３６を半径方向の内側に力をかけ
る。図３で示すその最終組立位置における固定リング３８は、スパイクエレメント３４と
半径方向において実質的に重なり、それにより、レセプタクル３６とピストンロッド２２
の無意識な係合の解除を阻止する。
【００５７】
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　図２及び３で更に図示する通り、スパイク付きのリング３４は、ピストンロッド２２の
環状の溝２４に配置される。このようにして、信頼性があり、組立が容易なスパイク付き
のリング３４及びピストンロッド２２の締結が実施できる。
【００５８】
　図４～６において、発明の更なる実施態様が図示される。また、この薬物送達デバイス
５０は、許容誤差を補償するため調整アセンブリ６８を特徴付ける駆動機構６６を含む。
図１～３に基づく実施態様と比較して、半径方向に伸びるスパイクエレメント５６は、レ
セプタクル５４の曲げることのできる側壁部分６０の自由端部分に配置される。また、こ
こで、ピストンロッド５２の遠位方向に段付きで下がっていく首部分は、レセプタクル５
４に摺動可能に受け入れられる。更にその上、レセプタクル５４の底部分及びピストンロ
ッド５２の遠位端面は、スプリングエレメント６２により付勢される。
【００５９】
　図６において、曲げることのできる側壁部分６０及び固定リング５８の中間位置が図示
される。ピストンロッド５２に向かう近位方向において固定リング５８を移動させること
により、側壁部分６０は、更に、半径方向の内側に曲げられ、その結果、半径方向の内側
に突起するスパイクエレメント５６により、ピストンロッド５２の更なる貫通を導く。固
定リング５８を反対方向、従って、遠位方向に移動させることにより、レセプタクル５４
の種々の側壁部分６０が半径方向に拡幅し、そしてその結果、ピストンロッド５２を解放
し得る。
【００６０】
　参照番号リスト：
　１０：薬物送達デバイス；
　１２：カートリッジホルダ；
　１４：ハウジング；
　１６：駆動機構；
　１８：カートリッジ；
　２０：ピストン；
　２２：ピストンロッド；
　２４：環状の溝；
　３０：調整アセンブリ；
　３２：スプリングエレメント；
　３４：スパイク付きのリング；
　３６：レセプタクル；
　３８：固定リング；
　４０：壁部分；
　５０：薬物送達デバイス；
　５２：ピストンロッド；
　５４：レセプタクル；
　５６：スパイク；
　５８：固定リング；
　６０：壁部分；
　６２：スプリングエレメント；
　６６：駆動機構；
　６８：調整アセンブリ；
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